
グ
ロ
U
チ
ウ
ス
「
戦
箏
と
耶
和
の
法
」
の
研
究

グ

ロ
ー
チ
ゥ
ス
「
戦
争
と
李
和
の
法
」
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
1
そ
の
國
際
法
理
論
を
主
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
．

　
　
は
　
し
　
が
　
き

一
、
　
約
定
の
解
鯉
梓
に
つ
い
て
　
（
第
」
二
巷
第
・
十
山
ハ
鵡
早
）

二
、
損
害
と
そ
れ
に
封
ナ
る
責
任
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
＋
七
章
げ

三
、
使
節
権
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
十
八
出
早
》

四
、
埋
葬
権
κ
つ
い
て
ハ
第
二
巻
第
十
九
血
早
）

（績箒一

）

一

叉
軸
五
八
（
三
六
）

正

雄



は

し

－
が

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
本
稿
は
す
で
に
焚
表
し
た
も
の
の
績
き
で
あ
る
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
の
「
職
孚
と
季
和
の
法
」
全
三
艦
の
な
か
か
ら
國
際
法
理
論
に
關
係
あ

る
部
分
を
ぬ
き
出
し
て
グ
・
ー
チ
ウ
ス
の
國
際
法
髄
系
な
る
浮
彫
を
作
ろ
う
と
す
る
企
て
の
一
端
で
あ
る
。
本
研
究
の
典
振
そ
の
他
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

て
ぱ
こ
ぷ
に
繰
か
え
さ
な
い
。
顧
み
れ
ば
私
の
グ
豚
ー
チ
ウ
ス
研
究
も
十
籐
の
歳
月
を
経
た
が
、
そ
れ
は
す
で
に
太
季
洋
職
雫
の
序
曲
た
る

満
洲
事
攣
、
日
華
事
攣
が
は
じ
ま
つ
た
時
か
ら
、
太
準
洋
戦
争
の
勃
焚
、
最
高
潮
、
そ
し
て
経
職
ま
で
の
期
間
に
あ
た
る
。
そ
し
て
個
人
的

に
は
そ
の
研
究
の
初
期
に
は
す
で
に
明
日
の
鷹
召
を
畳
悟
す
る
身
で
あ
り
、
國
際
法
學
に
す
べ
て
を
委
ね
つ
玉
も
、
租
國
の
歩
み
を
憂
う
る

身
で
も
あ
つ
た
。
戦
争
の
さ
な
か
、
日
本
的
な
る
も
の
、
東
洋
的
な
る
も
の
の
追
究
の
風
潮
は
、
私
を
し
て
本
格
的
グ
ロ
唇
チ
ウ
ス
研
究
と

い
う
形
を
探
ら
し
め
、
途
に
「
職
争
と
亭
和
の
法
」
全
三
巻
の
全
諜
を
企
て
さ
せ
た
。
し
か
し
こ
の
大
著
の
ど
こ
ま
で
課
し
を
わ
る
こ
と
が

轟
來
る
か
が
問
題
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
今
日
隈
り
な
る
氣
持
は
む
し
ろ
よ
き
刺
戟
と
な
り
、
二
年
鯨
に
し
て
第
三
巻
に
手
を
つ
け
る
こ
と
が

出
來
た
。
し
か
し
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
途
に
慮
召
の
身
と
な
つ
た
。
す
で
に
そ
の
数
ケ
月
以
前
よ
り
ま
す
奮
す
こ
の
可
能
性
大
な
る
を

豫
知
し
て
最
後
の
努
力
を
試
み
て
い
た
が
、
感
召
の
前
日
僅
か
十
数
章
を
残
し
て
中
絶
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
。
或
ば
永
久
に
績
け
得
な

く
な
る
か
も
知
れ
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
。
多
く
の
同
胞
と
苦
難
を
共
に
す
る
の
ぱ
も
と
よ
り
當
然
の
こ
と
で
ば
あ
る
が
、
公
事
と
し
て
は
、
國

際
法
學
者
が
こ
の
非
常
時
に
學
問
的
貢
献
を
行
い
得
す
、
一
未
致
育
補
充
兵
と
し
て
從
軍
す
る
こ
と
ば
、
皮
肉
な
蓮
命
と
も
感
ぜ
ら
れ
た
。

中
支
の
各
地
に
、
言
語
に
絶
す
る
四
十
老
兵
の
恥
を
曝
ら
し
つ
玉
も
、
敵
な
れ
ば
兎
に
角
、
鬼
畜
無
知
な
る
一
部
同
胞
の
前
に
を
い
て
死
を

決
せ
ん
と
す
る
の
矛
盾
的
行
動
を
敢
え
て
行
い
得
す
た
だ
身
を
全
う
せ
し
め
ん
と
決
心
さ
せ
た
も
の
は
率
直
に
言
つ
て
學
問
と
愛
の
二
つ
の

絆
と
無
知
に
封
す
る
抗
争
と
眞
の
教
育
の
必
要
の
實
感
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
艦
験
は
因
縁
の
グ
・
ー
チ
ウ
ス
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
一
言
に

し
て
い
え
ば
人
間
の
無
知
の
犠
牲
と
な
つ
た
人
々
の
難
を
慰
め
る
べ
く
、
あ
く
ま
で
世
の
中
の
た
め
に
生
か
せ
た
い
と
思
つ
て
い
る
。
一
九

　
　
　
　
　
グ
ロ
喜
チ
ヴ
ス
『
職
畢
と
準
和
の
法
」
　
の
蘇
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
五
九
（
三
七
）



　
　
　
　
　
　
グ
ロ
看
チ
ウ
ス
「
嚥
縣
雫
と
一
牛
知
胴
の
法
』
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
（
三
八
）

四
六
年
一
月
末
、
敗
職
の
組
國
に
瞬
り
、
無
事
な
る
書
齋
に
は
い
り
ざ
ま
稿
を
績
け
て
牛
年
に
し
て
諜
了
し
た
。
慮
召
前
、
少
し
で
も
活
字

に
と
思
つ
て
、
「
國
際
法
外
交
難
誌
」
に
掲
載
し
、
助
手
や
家
族
を
し
て
校
正
せ
し
め
な
が
ら
、
留
守
中
三
回
に
亘
つ
て
蓮
載
せ
し
め
た
論

稿
の
、
こ
の
績
稿
は
、
私
に
と
つ
て
な
全
く
萬
感
交
々
胸
に
迫
る
と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
は
し
が
き
に
も
、
或
は
言
わ
す
も
が
な
の
こ
と
を

書
き
し
る
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
既
載
分
は
次
の
通
郵
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
は
し
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
　
『
職
争
と
亭
和
の
法
」
序
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
職
雫
と
は
何
か
、
法
と
は
何
か
（
第
一
巻
第
一
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
職
争
を
行
ふ
こ
と
は
如
何
な
る
場
合
に
正
し
き
か
（
第
一
巻
第
二
章
）
（
以
上
「
國
際
法
外
交
雑
誌
」
四
三
巻
七
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
公
戦
と
私
職
の
匿
別
、
主
椹
の
説
明
（
第
7
巻
第
三
章
）
（
「
國
際
法
外
交
難
誌
」
四
三
巷
九
號
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
　
職
争
の
原
因
、
　
第
一
、
　
白
嵩
巳
及
び
財
産
の
防
衛
　
戸
僖
ゲ
ニ
巷
第
一
音
ザ
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
人
々
に
共
通
に
驕
す
る
物
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
章
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
物
の
原
初
的
取
得
（
第
二
巻
第
三
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
推
い
定
的
拗
畿
梁
と
之
に
縛
ハ
く
先
占
（
第
二
巻
第
四
鵬
早
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
、
封
人
椹
の
原
初
的
取
得
ハ
第
二
巻
第
五
章
）
（
以
上
「
國
際
法
外
交
難
誌
」
四
三
巻
一
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
，
十
一
、
　
承
縫
的
一
取
得
　
（
第
二
巻
第
山
ハ
出
早
及
び
鱈
叩
七
血
早
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
二
、
通
常
萬
艮
法
よ
η
生
ず
る
喜
最
れ
る
取
得
、
拉
に
支
酎
権
叉
は
斯
有
擢
の
終
了
の
時
（
箋
悪
第
八
章
及
び
第
九
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
、
　
約
出
疋
に
つ
い
て
　
ハ
第
二
繰
〕
第
十
一
出
早
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
、
契
約
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
十
二
章
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
、
條
約
及
び
要
認
條
約
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
十
五
章
）
（
以
上
「
國
際
法
外
交
難
誌
」
四
四
巻
一
號
》

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
「
國
際
法
外
交
難
誌
」
四
三
巻
七
號
の
拙
稿
同
頭
を
滲
照



約
定
の
解
繹
に
つ
し》

て
　
（
第
二
雀
第
十
六
章
）

　
グ
鷲
鳴
チ
ウ
ス
は
約
定
の
解
繹
論
の
胃
頭
に
を
い
て
、
約
定
が
い
か
に
し
て
外
的
拘
東
力
を
有
す
る
か
の
根
本
問
題
を
取
上
げ
（
第
一

節
）
、
約
定
者
の
み
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
約
定
者
が
自
ら
自
己
を
拘
東
せ
ん
と
欲
し
た
こ
と
を
、
彼
自
身
の
意
思
で
途
行
す
る
義
務
を
有

す
る
が
、
内
的
行
爲
は
そ
れ
自
膿
理
解
し
難
い
が
故
に
、
各
人
が
そ
の
欲
す
る
意
味
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
己
を
解
放
し
得
る
場

合
ぽ
何
の
義
務
も
存
し
な
く
な
る
、
そ
こ
で
、
か
玉
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
－
あ
る
程
度
の
確
實
性
を
確
立
す
べ
登
で
あ
る
か
ら
、
自
然
的

理
性
は
、
約
定
の
相
手
方
は
、
約
定
を
爲
し
た
者
に
封
し
て
、
正
し
い
解
羅
が
意
昧
す
る
こ
と
を
爲
ナ
ベ
き
よ
う
に
、
強
制
す
る
槽
利
を
も

た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
命
す
る
の
で
あ
る
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
道
徳
的
事
柄
で
ぱ
い
か
な
る
結
果
を
も
生
ぜ
し
め
得
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〉

べ
、
正
し
費
解
繹
の
規
準
は
、
最
も
あ
り
得
べ
き
表
示
（
器
雪
）
か
ら
、
意
圏
を
推
知
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
表
示
は
、
冒
薬
と

推
定
（
8
且
。
暮
簿
蓼
）
璽
種
で
、
時
に
は
分
離
し
勘
時
に
は
結
合
し
て
考
え
ら
れ
る
と
な
し
、
次
に
、
ま
す
基
礎
的
な
解
繹
原
則
と
し
て
、

－
も
し
他
の
権
定
な
け
れ
ば
通
常
の
意
味
に
從
う
」
（
＜
豊
夢
獣
毘
舘
8
且
①
。
言
冨
①
鉱
葱
暮
」
暮
①
臣
磯
魯
暑
曳
胃
o
胃
馨
鉾
①
零
冒
宣
三

帥
ち
、
も
し
他
の
結
論
に
導
く
よ
う
な
推
定
を
鉄
く
場
合
ぱ
、
言
葉
は
そ
の
起
源
よ
り
來
る
文
法
的
な
意
味
に
よ
つ
て
で
ば
な
く
、
葛
薗
葉

の
法
と
基
準
と
に
つ
い
て
決
定
僅
を
有
す
る
も
の
の
慣
弔
に
よ
れ
ば
通
常
な
葛
如
き
意
昧
に
を
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
原
則

を
提
示
し
（
第
二
節
）
、
以
下
、
多
く
の
解
繹
の
原
則
を
暴
げ
て
読
明
を
行
つ
て
い
る
。

　
（
一
）
術
語
　
術
語
は
そ
の
術
語
的
優
用
に
從
つ
て
理
解
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
（
ノ
δ
噌
ぎ
鷺
勢
霞
碧
琶
。
人
々
が
ぼ
と
ん
ど
理
解
し
な

い
術
語
の
場
合
ば
、
そ
の
各
々
の
專
門
の
學
者
の
定
義
を
用
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
笙
一
毎
）
。

　
（
二
》
推
定
　
不
明
瞭
な
る
か
、
矛
盾
せ
る
表
現
の
場
合
、
或
は
も
し
推
定
が
自
然
的
に
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
ぱ
、
推
定
が
用

い
ら
れ
る
（
O
O
且
8
菖
江
。
a
葺
己
D
葺
ご
霧
器
O
図
鎗
三
）
碍
葺
嘗
審
づ
っ
豊
冒
｝
㊦
図
石
a
弓
8
5
同
2
留
甦
影
巨
宣
ρ
飴
鐸
げ
ゆ
璋
昼
o
駐
唱
O
口
富
器
貯
ひ
q
霧
信
冨
ε
。
推

　
　
　
　
　
ゲ
ロ
盲
チ
ウ
ス
「
職
静
ヌ
乖
和
の
法
」
の
砺
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
六
幅
　
（
竃
九
）



　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
争
と
亭
和
の
法
」
の
砺
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二
（
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

定
は
、
言
葉
ま
た
ぱ
丈
章
が
「
多
義
的
」
な
る
揚
合
、
邸
ち
藪
箇
の
意
味
を
も
つ
場
合
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
同
様
に
合
意
に
を
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
）

「
矛
盾
（
伽
ミ
ミ
ミ
曾
竃
ぎ
）
（
吋
憩
罐
塁
9
一
曽
）
的
表
現
」
の
場
合
に
も
推
定
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
時
に
ぱ
推
定
自
膿
が
非
常
に
明
瞭

で
あ
つ
て
、
普
通
一
般
に
受
取
ら
れ
る
語
義
に
す
ら
反
し
て
、
自
然
的
に
現
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
意
思
の
推
定
ぱ
特
に
素

材
、
敷
果
お
よ
び
前
後
關
係
よ
り
な
さ
れ
る
ス
第
四
筋
）
。

　
　
　
マ
テ
リ
ア

　
（
三
）
素
材
よ
り
の
推
定
　
例
え
ぱ
日
と
い
ふ
言
葉
が
、
三
十
日
の
休
職
と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
と
き
は
、
自
然
的
な
日
で
な
く
、
國

民
の
用
い
る
旧
の
意
昧
で
理
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
如
き
も
の
で
、
か
く
て
素
材
と
の
合
致
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
第
五
箪
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
じ

　
（
四
）
敷
果
よ
り
の
推
定
　
こ
れ
は
よ
り
普
通
な
る
意
昧
に
取
ら
れ
た
言
葉
が
、
理
性
に
反
し
た
敷
果
を
生
す
る
揚
合
に
は
特
に
重
要
で
あ

る
。
け
だ
し
不
明
瞭
な
言
葉
の
場
合
は
、
誤
の
な
い
解
繹
を
取
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
（
第
六
節
）
。

　
（
五
）
起
源
或
は
場
所
に
よ
る
前
後
關
係
よ
り
の
推
定
　
前
後
關
係
（
8
β
甘
ロ
9
弱
目
》
に
は
或
は
起
源
に
、
或
は
場
所
に
關
す
る
も
の
が
あ

る
。
起
源
に
關
す
る
も
の
は
、
た
と
え
異
な
る
揚
所
お
よ
び
異
な
る
機
會
に
述
べ
ら
れ
る
と
も
、
同
じ
意
思
か
ら
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
よ
り
推
定
の
必
要
が
生
す
る
。
け
だ
し
疑
あ
る
揚
合
は
、
意
思
は
一
致
し
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
第
七
節
）
。

　
（
六
）
合
理
的
動
機
よ
り
の
推
定
場
所
に
關
す
る
前
後
關
係
の
な
か
で
、
立
法
理
由
（
壁
誉
屠
芭
は
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
多

　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
ス

く
の
者
は
こ
れ
を
意
圖
と
混
同
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
意
圖
の
由
來
す
る
表
示
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
推
定
の

な
か
で
も
、
も
し
意
思
が
あ
た
か
も
唯
一
の
原
因
の
如
き
、
あ
る
確
か
な
理
由
に
よ
つ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
實
な
場
合
に
は
、
か

玉
る
も
の
が
最
も
強
い
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
敷
箇
の
理
由
が
あ
る
こ
と
は
し
ぱ
し
ぱ
存
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
時
に
は
意
思
は
、
何
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

由
も
な
し
に
、
自
己
の
自
由
の
力
に
よ
つ
て
自
ら
決
定
を
爲
す
か
ら
で
あ
る
が
、
義
務
を
生
す
る
に
は
そ
れ
で
充
分
な
の
で
あ
る
（
第
八
筋
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ヌ
ス

　
（
七
）
廣
義
と
狭
義
と
の
匠
別
　
多
く
の
言
葉
が
か
く
廣
狭
の
意
味
を
有
す
る
原
因
は
多
く
あ
る
が
、
例
え
ば
「
類
」
な
る
名
構
が
、
あ
る

ス
パ
キ
ヱ
ス

「
種
」
に
適
用
さ
れ
た
り
、
共
通
語
が
な
い
時
男
性
名
詞
が
共
通
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
術
語
が
日
常
の
使
用
よ
り
廣
義
の
意
味
を



有
す
る
よ
う
に
用
“
ら
れ
る
如
き
で
あ
る
（
第
九
節
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ミ
ス
ス
ム

　
（
八
）
好
意
的
約
定
、
嫌
忌
的
約
定
、
混
合
的
約
定
お
よ
ぴ
中
間
的
な
る
約
定
の
癌
分
　
約
定
の
あ
る
も
の
は
好
意
的
（
貯
ざ
箏
竃
貯
跨
）
、

あ
る
も
の
は
嫌
忌
的
（
o
象
o
鶏
簿
）
、
あ
る
も
の
ば
混
合
的
（
巨
算
葺
跨
）
、
あ
る
も
の
は
中
間
的
ハ
ぎ
＄
身
巨
）
で
あ
る
。
好
意
的
約
定
は
季

等
に
基
い
て
爲
さ
れ
、
か
つ
共
通
の
利
釜
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
利
釜
が
大
に
し
て
横
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
約
定
の
好

意
性
ば
大
と
な
る
（
例
え
ば
年
和
に
貢
献
す
る
も
の
ぱ
戦
争
に
貢
献
す
る
も
の
よ
り
好
意
性
は
大
で
あ
り
、
防
禦
職
争
に
關
す
る
も
の
は
、

他
の
原
因
の
た
め
の
職
争
に
關
す
る
も
の
よ
り
大
で
あ
る
如
き
で
あ
る
）
。
嫌
忌
的
約
定
は
、
箪
に
一
方
當
事
者
の
み
に
負
捨
を
輿
え
、
或

は
一
方
に
他
方
よ
ゆ
も
大
な
る
負
澹
を
輿
え
る
も
の
、
そ
の
な
か
に
罰
を
含
む
も
の
、
行
爲
を
無
敷
と
な
す
も
の
、
お
よ
び
、
以
前
の
約
定

に
或
る
攣
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
も
し
約
定
が
混
合
的
な
場
合
は
（
例
え
ぱ
確
か
に
以
前
の
約
定
を
攣
更
せ
し
め
ぱ
す
る

が
、
そ
れ
が
季
和
の
た
め
に
攣
更
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
如
き
も
の
）
、
善
或
は
攣
更
の
程
度
如
何
に
よ
つ
て
、
時
に
は
好
意
的
、
時
に
は

嫌
忌
的
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
事
柄
が
季
等
な
ら
ば
警
（
。
器
醇
碇
冨
三
ぴ
募
）
、
そ
れ
は
む
し
ろ
好
意
的
と
老
え
ね
ば
な
ら
な
い
徳
＋

節
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ロ
ナ
の
フ
イ
デ
ス

　
（
九
）
入
民
お
よ
び
王
の
行
爲
に
關
す
る
善
意
の
契
約
と
嚴
格
な
る
法
的
契
約
と
の
匠
別
の
排
除
　
善
　
意
の
行
爲
と
嚴
格
な
る
法
的
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

爲
と
の
匠
別
は
ロ
ー
マ
法
に
由
來
す
る
も
の
で
、
萬
民
法
に
鵬
す
る
も
の
で
ぱ
な
い
（
第
＋
一
節
）
。

　
（
一
〇
）
約
定
解
繹
の
規
則
　
以
上
の
意
味
や
約
定
の
匠
別
に
從
つ
て
次
の
よ
う
な
約
定
解
繹
の
規
則
が
出
來
る
（
第
士
藤
）
。

　
（
イ
）
嫌
忌
的
で
な
い
も
の
に
お
い
て
は
、
言
葉
は
通
常
の
慣
用
上
存
す
る
そ
の
す
べ
て
の
意
味
に
從
つ
て
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も

　
し
数
箇
の
意
昧
が
あ
る
場
合
は
、
最
も
廣
義
の
も
の
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
（
第
一
項
）
。

　
（
ロ
）
　
一
暦
好
意
的
な
も
の
に
お
い
て
は
、
も
し
話
者
が
法
を
理
解
し
、
或
ぱ
法
律
に
巧
み
な
る
も
の
の
意
見
を
利
用
す
る
な
ら
ば
、
そ

　
の
言
葉
は
一
層
廣
義
に
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
技
術
上
の
意
味
、
或
は
法
の
與
え
る
意
味
す
ら
も
含
む
の
で
あ
る
。
し
か
し
明
か
に

　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
　
「
職
雫
と
季
和
の
法
」
　
の
砺
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一
昌
　
（
圃
門
一
）



　
　
　
　
　
グ
ロ
｝
チ
ゥ
ス
「
戦
雫
と
亭
和
の
法
」
の
観
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬
六
四
（
四
二
）

　
非
本
來
的
な
意
昧
に
訴
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
但
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
矛
盾
が
起
抄
、
或
は
合
意
し
た
こ
と
が
無
用
と
な
る
場

　
合
ぱ
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
他
方
不
正
ま
た
ぱ
矛
盾
を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
場
合
は
、
言
葉
の
固
有
の
意
昧
が
要
求
す
る
以
上
に
嚴
格

　
な
意
味
す
ら
と
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
か
玉
る
必
要
が
な
く
と
も
、
嚴
格
性
の
う
ち
に
明
か
な
衡
李
と
利
盆
と
が
存
す
る
揚
合
は
、
状

　
況
が
反
封
の
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
限
り
、
固
有
の
意
味
の
最
も
狡
い
範
圃
に
限
る
べ
き
で
あ
る
（
箏
蚕
）
。

　
（
ハ
）
　
嫌
忌
的
な
も
の
に
お
い
て
は
、
負
擦
を
輕
く
す
る
た
め
に
は
、
比
喩
的
な
言
葉
（
器
量
o
凝
簿
蟄
ε
ε
す
ら
、
時
に
ば
認
容
さ
れ
、

　
る
。
從
つ
て
、
遺
贈
や
自
己
の
椹
利
描
棄
の
場
合
は
、
言
葉
が
い
か
に
一
般
的
な
も
の
で
あ
つ
て
も
、
全
く
眞
實
と
思
わ
れ
る
事
柄
に
限

　
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
（
第
三
蓼
。

か
く
て
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
ぼ
「
同
盟
者
」
な
る
名
稽
に
未
來
の
同
盟
者
も
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
（
第
＋
三
節
）
、
老
か
、
　
一
人
民
が
他
の
人
民
の

同
意
な
く
し
で
は
職
争
を
行
い
得
ぬ
と
の
條
項
の
解
繹
（
第
＋
四
節
）
、
ー
ー
こ
玉
か
ら
「
疑
あ
る
場
合
は
自
由
を
鯨
り
制
限
せ
ぬ
よ
う
に
狡

義
に
と
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
原
則
が
生
す
る
ー
「
カ
ル
タ
．
コ
人
は
自
由
た
る
べ
し
」
と
の
言
葉
の
意
味
（
第
＋
置
節
）
な
ど
具
騰
的
な
事

例
を
墨
げ
て
上
述
の
解
繹
の
規
則
の
適
用
を
論
じ
た
後
、
約
定
の
封
物
的
、
封
人
的
の
匠
別
の
読
明
を
行
つ
て
い
る
（
第
＋
六
箪
。
こ
れ
は

現
在
も
條
約
の
物
権
的
性
質
、
債
穰
的
性
質
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
一
寸
こ
れ
を
考
察
し
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
プ
ロ
　
り
ベ
リ

　
（
二
）
封
人
的
約
定
と
約
物
的
約
定
　
グ
擢
ー
チ
ウ
ス
ぱ
「
自
由
入
民
と
締
結
さ
れ
た
合
意
は
物
的
性
質
を
有
す
る
。
け
だ
し
そ
の
主
艦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ツ
ス

が
恒
久
的
だ
か
ら
で
あ
る
、
さ
ら
に
、
國
家
の
朕
態
が
王
國
に
攣
つ
て
も
條
約
は
存
績
す
る
、
何
故
な
ら
ば
、
首
長
が
攣
つ
て
も
騰
は
同
一
奪

た
る
を
失
わ
す
、
王
の
行
使
し
た
支
配
礎
は
、
依
然
と
し
て
入
民
の
支
配
権
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
な
す
。
た
だ
し
、
例
え
ば
自
由
國
家
が
、

そ
の
自
由
を
護
る
た
め
に
條
約
を
締
結
す
る
場
合
の
如
く
、
條
約
の
締
結
原
因
が
國
家
の
自
由
な
る
妖
態
に
固
有
の
も
の
な
る
こ
と
が
朋
か

で
あ
る
場
合
ば
例
外
と
す
る
、
部
ち
存
績
し
な
い
と
な
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
合
意
が
王
と
締
結
さ
れ
た
か
ら
と
て
、
直
ち
に
こ
れ
を
人

的
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
な
く
、
合
意
中
に
入
名
が
挿
入
さ
れ
る
の
ば
何
人
と
締
結
さ
れ
た
か
を
示
す
た
め
で
、
こ
れ
を
入
的
な
ら
し
め



る
た
め
で
ぼ
な
い
、
從
つ
て
、
條
約
が
恒
久
的
な
る
べ
き
こ
と
、
王
國
の
礪
羅
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
こ
と
、
王
自
身
お
よ
ぴ
そ
の
相
績
者

と
締
結
さ
れ
た
こ
と
（
ツ
・
：
お
よ
ぴ
後
斎
の
た
め
に
」
と
い
う
表
示
と
な
る
）
、
、
或
は
一
定
の
期
間
縫
績
す
べ
蓉
こ
と
が
、
條
約
に
附
加
さ

れ
た
場
合
は
物
的
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
グ
認
ー
チ
ウ
ス
は
さ
ら
に
「
も
し
推
定
が
同
等
の
場
合
は
、
妊
意
的
條
約
ぱ
物
的
な
る
も
の
、
嫌
忌
的
條
約
ば
入
的
な
る
も
の
と
信
ぜ
ら

れ
よ
う
」
と
言
い
、
季
和
・
交
易
の
た
め
の
條
約
は
好
慧
的
で
あ
夢
、
戦
雫
の
た
め
の
條
約
も
、
す
べ
て
嫌
忌
的
ま
は
限
ら
す
、
防
禦
的
同

盟
の
條
約
は
妊
意
的
に
、
攻
撃
的
同
盟
の
條
約
は
嫌
忌
的
に
傾
き
、
且
つ
戦
雫
の
場
合
ぱ
す
べ
て
、
相
手
の
方
が
不
正
に
職
雫
を
行
わ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念
ハ
）

の
み
な
ら
す
、
無
暴
に
も
行
わ
な
い
乙
と
に
つ
い
て
相
手
方
の
思
慮
と
忠
實
に
信
頼
が
を
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
と
蓮
べ
て
い
る
。
づ
い

で
「
王
と
締
結
さ
れ
た
條
約
ぱ
、
た
と
え
そ
の
王
自
身
、
或
は
そ
の
後
縫
者
が
、
そ
の
從
属
者
に
よ
つ
て
王
樺
よ
ク
斥
け
ら
れ
て
も
存
績
す

　
　
（
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

る
」
こ
と
（
第
牽
七
節
）
、
「
し
か
し
王
穂
の
纂
奪
者
に
は
條
約
の
適
用
ほ
な
い
こ
と
」
（
第
＋
八
節
）
な
ど
を
論
じ
た
後
に
、
約
定
の
解
繹
に
は

言
葉
の
意
味
の
解
繹
の
ほ
か
に
、
推
定
か
ら
生
す
る
他
の
種
類
が
存
す
る
と
て
、
擾
張
解
繹
と
縮
小
解
繹
の
議
論
に
進
む
の
で
あ
る
（
篁
干

節
）
。

　
（
一
二
）
旗
張
解
繹
と
縮
小
解
繹
　
グ
獄
ー
チ
ウ
ス
ぱ
ま
す
義
務
を
擾
大
す
る
推
定
た
る
擾
張
解
繹
ぱ
縮
小
解
繹
よ
り
も
困
難
で
あ
つ
て
、

輕
た
し
く
之
を
認
め
て
ぱ
な
ら
な
い
と
て
、
擾
張
解
繹
を
行
う
に
ぱ
、
非
常
に
確
實
で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
且
つ
類
似
の
理
由
で
は
充
分
で

な
く
て
、
同
一
の
理
由
が
必
要
で
あ
る
、
さ
ら
に
、
意
思
が
そ
れ
自
騰
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
す
、
充
分
な
原
因
で
あ
る
よ
う
に
、
理
由
は

し
ば
し
ば
動
く
か
ら
、
理
由
が
存
す
る
だ
け
で
ば
充
分
で
な
い
、
と
述
べ
た
後
、
正
し
い
接
張
解
繹
た
る
に
ぱ
、
我
々
が
理
解
し
よ
う
と
す

る
こ
と
が
婦
着
す
る
理
由
が
、
約
定
者
に
影
響
を
興
え
る
唯
一
の
効
果
的
原
因
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
ぴ
に
、
そ
の
理
由
が
約
定
者
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

て
、
そ
の
一
般
的
な
意
味
で
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
か
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
を
必
要
と
す
る
、
と
論
す
る
。
つ
い
で
、
グ
翼
ー
チ

ウ
ス
ぼ
、
こ
れ
ら
以
外
の
揚
く
篇
は
、
制
限
的
解
纒
一
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
な
し
、
そ
の
生
す
る
原
因
を
探
究
す
る
。

　
　
　
　
　
グ
・
署
チ
ゆ
ス
『
職
畢
と
亭
和
め
法
」
の
観
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
ハ
狂
（
璽
忌



　
　
　
　
グ
ロ
喜
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
亭
和
↑
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
六
（
四
四
）

か
玉
る
制
限
的
解
縄
は
、
約
定
を
含
む
言
葉
の
意
味
の
ほ
か
、
次
の
揚
合
に
起
る
。

（
イ
）
　
意
思
の
原
初
的
歓
如

　
i
　
意
思
が
原
初
的
に
訣
如
せ
す
と
す
れ
ぱ
、
明
か
に
矛
盾
を
生
す
べ
き
揚
合
（
第
二
＋
二
節
）
。
　
こ
れ
は
何
人
も
矛
盾
を
欲
す
る
と

　
　
は
信
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
の
原
則
に
基
く
。

　
虹
　
そ
れ
の
み
に
て
完
全
且
つ
有
敷
な
る
意
思
の
動
機
を
輿
え
る
理
由
が
絡
止
し
た
場
合
（
第
二
＋
三
節
）
。
　
こ
れ
は
、
か
玉
る
理
由

　
　
が
附
加
さ
れ
た
時
、
或
ば
そ
れ
に
つ
い
て
確
か
な
合
意
が
あ
つ
た
揚
合
は
、
約
定
の
内
容
は
、
そ
れ
自
髄
の
み
で
軍
純
に
考
え
ら
れ

　
　
る
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
理
由
に
關
聯
さ
せ
て
の
み
、
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
原
則
に
基
く
。

　
…
m
　
目
的
物
の
歓
如
す
る
揚
合
（
第
二
＋
四
節
）
。
　
こ
れ
は
、
た
と
え
言
葉
が
廣
い
意
義
を
も
つ
て
い
る
と
し
て
も
、
目
的
物
は
、
話

　
　
者
の
意
圖
か
ら
見
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
通
常
の
理
解
に
基
く
。

　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
玉
で
、
こ
れ
ら
の
推
定
に
つ
い
て
二
つ
の
重
要
な
考
察
を
行
つ
て
い
る
（
篁
子
五
節
）
。
即
ち
、
第
一
は
約
定
者

　
（
一
〇
）

の
理
由
に
關
し
て
は
、
そ
れ
が
現
在
、
存
在
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
見
地
か
ら
で
な
く
、
道
徳
的
に
考
え
ら
れ
た
そ
の
力
が
ど
う
か
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

う
（
存
在
の
可
能
性
の
）
見
地
か
ら
、
そ
の
下
に
、
し
ば
し
ぱ
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
約
定
は
、
そ
れ
自
膿
に

「
も
し
事
物
が
現
釈
に
止
ま
る
な
ら
ば
」
（
匹
8
の
日
き
①
暮
宕
o
蚤
暮
一
〇
8
）
と
い
う
獣
示
的
條
件
を
含
む
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
、

後
者
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
現
事
態
が
、
前
述
の
五
に
掲
け
た
唯
一
の
理
由
に
基
く
こ
と
が
全
く
明
か
で
あ
る
場
合
を
別
と

し
て
、
之
を
否
定
的
に
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
「
事
情
不
攣
條
項
」
（
。
一
讐
の
宣
お
び
羨
。
・
ざ
ω
蜜
暮
ま
諾
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

（
ロ
）
　
生
じ
た
る
結
果
と
意
思
と
の
矛
盾

　
か
玉
る
矛
盾
が
生
じ
た
時
は
推
定
は
意
昧
を
制
限
す
る
の
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
ま
す
、
こ
れ
に
關
す
る
ギ
リ
シ
ア
の
修
辞
學



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

者
、
特
に
こ
の
こ
と
を
最
も
正
確
に
取
扱
つ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
を
考
察
し
た
後
、
か
玉
る
矛
盾
す
る
場
合
を
二
つ
畢
げ
て
い
る

（
第
轟
一
十
山
ハ
数
即
）
O

　
i
　
不
法
な
る
場
合
、
部
ち
、
自
然
法
ま
た
は
紳
意
法
の
教
え
と
矛
盾
す
る
揚
合
。
　
こ
れ
は
最
も
確
か
な
場
合
で
、
か
玉
る
揚
合
は

　
　
義
務
が
生
じ
得
な
い
か
、
ら
、
必
す
例
外
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
誼
　
行
爲
の
負
捲
が
過
大
な
る
場
合
（
笙
子
七
節
）
。
　
こ
れ
は
言
葉
自
艦
に
は
、
あ
る
不
法
な
こ
と
を
含
ま
ね
が
、
事
柄
を
正
當
に

　
　
判
断
す
る
も
の
の
見
解
か
ら
、
義
務
が
あ
ま
り
も
苛
酷
で
あ
り
、
耐
え
難
い
よ
う
に
見
え
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
、
人
間
の
性

　
　
質
の
條
件
が
、
絶
封
的
に
考
慮
さ
れ
る
か
否
か
、
或
は
、
考
慮
さ
れ
る
入
お
よ
び
事
柄
を
、
そ
の
行
爲
自
髄
の
結
果
に
比
例
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
孝

　
　
る
か
否
か
、
を
問
わ
な
い
。

　
以
上
ば
自
然
的
理
性
に
基
く
制
限
的
解
繹
の
場
合
で
あ
る
が
、
他
の
意
思
表
示
に
よ
つ
て
こ
れ
を
必
要
と
す
る
場
合
が
存
し
得
る
（
第

ゴ
＋
八
節
）
。
例
え
ば
書
類
の
部
分
が
矛
盾
す
る
時
の
如
き
で
、
不
適
當
な
場
所
9
貯
の
δ
8
巴
に
あ
る
言
葉
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ぱ
直
接
に
矛
盾
す
る
言
葉
で
ば
な
く
、
あ
る
豫
期
さ
れ
ぬ
事
態
の
結
果
、
互
に
矛
盾
す
る
言
葉
で
あ
つ
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
修

辮
學
者
の
い
う
「
欺
況
か
ら
稜
生
す
る
矛
盾
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
か
玉
る
書
類
の
い
す
れ
の
部
分
が
優
先
す
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
グ
灘
ー
チ
ゥ
ス
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
な
す
（
第
二
＋
九
節
）
。

　
・
】
「
許
容
す
る
も
の
は
命
令
す
る
こ
と
に
從
う
」
（
暑
＆
聴
崔
馨
霊
8
身
酔
恵
書
＆
軸
喜
8
　
こ
れ
よ
り
「
認
可
ぱ
許
容
に
優
先

　
　
す
る
」
（
鶏
暮
試
O
壷
一
①
マ
覧
諾
℃
零
5
一
霧
ぎ
壼
）
と
い
う
原
則
も
生
す
る
。

　
銭
「
一
定
の
時
に
爲
す
べ
き
こ
と
ぱ
、
い
か
な
る
時
に
も
爲
し
得
る
こ
と
に
優
先
す
る
」
（
β
且
酌
慧
窪
身
ヨ
雪
8
旨
o
貯
①
旨
零
β

　
　
①
一
冥
Ω
。
恵
翰
暮
一
肖
名
＆
（
旨
o
碁
ひ
書
岩
0
3
澄
二
づ
9
霧
“
）
　
こ
れ
よ
り
「
禁
止
的
合
意
ば
命
令
的
合
意
に
勝
つ
」
、
と
い
う
原
則

　
　
が
生
す
る
（
禁
止
的
合
意
ぱ
あ
ら
ゆ
る
時
に
拘
束
力
を
有
す
る
が
、
命
令
的
合
意
ぱ
、
時
が
明
示
さ
れ
た
場
合
、
或
ぱ
命
令
が
黙
示

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
耶
和
あ
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
（
四
五
）



　
　
　
　
　
グ
ロ
冨
チ
ウ
ス
「
戦
撃
と
革
瀦
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煽
六
八
（
四
六
）

　
　
　
的
禁
止
を
含
む
場
合
を
除
い
て
拘
束
力
を
有
し
な
ど
。

　
　
揃
　
ま
た
「
特
殊
的
な
も
の
は
一
般
的
な
も
の
に
勝
つ
」
（
。
駐
ゼ
8
芭
蜀
Φ
臨
室
鼠
o
影
①
器
Φ
管
篇
箏
一
沖
冨
＄
。
　
禁
止
的
合
意
の
な
か
で

　
　
　
は
、
刑
罰
を
附
加
し
を
も
の
が
、
こ
れ
を
鉄
く
も
の
に
優
先
し
、
よ
り
大
な
る
刑
罰
で
威
嚇
す
る
も
の
が
、
よ
り
小
な
る
刑
罰
を
も

　
　
　
つ
も
の
に
優
先
し
、
一
層
正
直
な
る
か
、
或
は
，
一
暦
有
用
な
る
理
由
を
有
す
る
も
の
が
、
然
ら
ざ
る
も
の
に
優
先
し
、
後
に
述
べ
た

　
　
　
こ
と
が
、
先
に
述
べ
た
ご
と
に
優
先
す
る
。
、

　
　
聾
　
宣
誓
の
義
務
を
有
す
る
合
意
は
、
之
を
有
し
な
い
合
意
に
優
先
す
る
。

　
か
く
て
グ
・
ー
チ
ウ
ス
ば
、
疑
あ
る
と
き
は
、
契
約
は
書
類
が
完
成
さ
れ
、
か
つ
引
渡
さ
れ
た
前
に
完
全
な
り
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
や
否

や
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
（
笙
唱
干
節
）
、
「
他
に
合
意
な
き
限
砂
、
書
類
は
契
約
の
實
質
的
部
分
（
冨
易
誰
馨
嘗
蜜
①
）
で
は
な
い
讃
擦
と

し
て
用
い
ら
れ
る
」
、
然
ら
ざ
る
と
き
は
、
「
條
件
が
書
ぎ
認
め
ら
れ
、
か
っ
相
手
に
手
交
さ
れ
る
日
よ
り
」
、
有
敷
と
な
る
こ
と
が
慣
例
で

あ
る
と
な
し
、
あ
る
人
民
の
間
で
、
萬
民
法
に
關
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
國
民
法
が
萬
民
法
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
明
か
な
場
合
は
別

と
し
て
、
王
及
び
入
民
の
契
約
を
・
、
マ
法
に
よ
つ
て
解
繹
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
輕
率
に
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
な
し

（
篁
二
＋
一
節
）
、
最
後
に
、
條
件
の
受
諾
者
と
、
車
込
者
の
い
す
れ
の
言
葉
を
一
暦
考
慮
す
べ
き
か
に
つ
い
て
（
第
三
士
爾
〉
、
「
受
諾
者
が
約

定
を
爲
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
言
葉
は
絶
封
的
且
つ
そ
れ
自
髄
完
全
な
る
限
り
、
事
柄
の
形
式
を
決
建
す
る
、
但
し
、
條
件
受
諾
前

は
、
申
必
者
ぱ
拘
束
さ
れ
ぬ
、
」
と
な
す
．

　
以
上
で
、
我
々
に
と
つ
て
當
然
な
る
も
の
の
淵
源
の
一
た
る
合
意
に
關
す
る
理
論
を
終
つ
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
　
ウ
ィ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
「
ア
エ
ネ
イ
ド
ス
」
中
の
古
い
條
約
山
力
式
に
「
邪
鳶
な
る
偽
夢
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
A
7
日
こ
』
に
お
い
て
日
最
も
正
し
く

理
解
さ
れ
る
如
く
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
こ
』
に
適
用
き
れ
る
と
な
す
。

（
二
）
　
「
修
辮
學
者
は
こ
の
こ
と
を
『
不
明
瞭
』
（
禽
食
曹
ン
欝
）
と
呼
ぶ
が
、
論
理
學
者
は
榊
暦
立
淑
に
匪
別
し
て
、
　
一
つ
の
輩
藷
が
多
く
の
意
味
を
有
す
る



揚
合
は
尉
嚢
（
噺
遷
嘉
§
と
呼
び
、
も
し
翼
章
の
揚
合
は
采
明
臆
と
呼
ど
。

ニ
ラ
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
そ
の
理
田
と
し
て
「
か
蕊
る
揚
合
も
し
可
能
な
れ
ば
、
各
部
分
が
相
互
に
調
利
す
る
よ
う
に
推
定
が
行
わ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
」
だ

　
と
な
し
、
矛
盾
が
現
に
存
す
る
場
合
は
、
何
人
も
岡
痔
に
矛
盾
す
る
も
の
を
欲
し
得
な
い
か
ら
、
締
約
者
間
の
後
の
合
意
が
誘
の
合
意
に
優
先
す
る
で
あ
ろ

　
う
と
℃
、
二
條
約
間
の
敷
力
關
係
の
理
論
上
重
要
な
問
題
を
提
示
す
る
。
グ
・
；
チ
ウ
ス
は
績
い
て
日
く
、
全
く
の
と
こ
ろ
行
爲
の
性
質
は
意
思
に
依
檬
す

　
る
の
で
あ
つ
℃
、
そ
の
行
霧
は
、
或
は
法
規
、
遺
冒
の
如
く
一
方
的
に
、
或
は
契
約
の
合
意
の
如
く
隻
方
的
に
、
新
し
き
意
思
行
爲
に
よ
つ
で
、
こ
れ
を
鍵

　
じ
得
る
、
か
嵩
る
場
合
は
、
言
葉
の
明
か
な
不
明
瞭
性
は
、
こ
匙
を
推
定
に
訴
え
ざ
る
を
得
な
い
、
と
。

（
四
）
グ
・
i
チ
ウ
ス
は
と
の
例
と
し
て
、
結
婚
の
た
め
に
爲
さ
れ
た
贈
輿
は
、
結
婚
が
行
わ
れ
な
い
場
合
は
有
敷
と
な
ら
ぬ
こ
と
を
暴
げ
て
い
る
。

（
孟
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
の
匠
別
を
排
除
す
る
も
の
の
、
あ
る
意
昧
で
は
、
適
用
の
儀
地
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（
六
）
　
こ
』
で
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
ボ
ダ
ン
が
宣
誓
を
理
由
と
し
て
王
の
條
約
が
相
績
者
に
移
ら
な
い
と
の
議
論
、
お
よ
び
、
條
約
は
宣
誓
を
基
礎
と
す
る
と
の

　
議
論
に
反
駁
を
擁
え
、
宣
誓
は
人
を
越
え
℃
移
ら
な
い
が
、
約
定
は
そ
れ
自
盤
相
績
者
を
も
拘
束
し
得
る
こ
と
、
ま
た
宣
誓
が
附
加
さ
れ
る
の
は
瞬
暦
大
な

　
る
宗
教
的
良
心
を
撫
重
ぜ
し
め
る
た
め
賄
、
、
約
定
臼
撚
の
な
か
に
は
充
分
な
る
敷
力
が
含
ま
れ
て
い
る
と
述
ベ
プ
、
い
る
。
こ
れ
に
關
聯
し
で
リ
ゥ
ィ
ゥ
ス
の

　
「
現
代
を
特
徴
ず
け
ろ
騨
の
無
親
は
ま
だ
到
凍
し
て
い
な
か
つ
た
。
嘗
時
に
お
い
て
は
、
人
々
は
解
繹
に
ょ
つ
瞬
、
そ
の
官
誓
払
、
法
規
を
自
己
の
欲
す
る
よ
う

　
に
適
鷹
蛭
し
め
る
こ
と
な
く
、
む
し
る
そ
の
行
爲
を
そ
れ
ら
に
從
わ
せ
る
慣
わ
し
で
あ
つ
た
」
と
の
言
葉
は
警
世
の
教
訓
で
あ
る
。

（
七
）
　
そ
の
理
由
は
王
が
王
樺
の
保
有
を
失
つ
て
も
、
依
然
と
し
て
王
椎
は
王
に
驕
す
る
と
い
う
に
あ
る
。

（
八
）
里
椹
の
纂
奪
者
が
真
眞
の
王
の
意
圖
に
基
い
て
職
箏
で
攻
撃
き
れ
た
場
合
、
或
は
爵
宙
人
晟
の
抑
塵
者
が
人
民
の
側
で
、
そ
の
抑
腫
に
封
し
瞬
、
充
分
の

　
尉
意
を
奥
え
な
い
以
雨
に
、
職
争
で
攻
撃
さ
れ
た
場
合
は
、
か
義
る
竈
の
は
占
有
を
行
つ
て
罵
権
利
を
も
つ
堕
、
い
な
い
か
ら
、
條
約
違
反
な
ど
・
レ
編
い
う
問
題

は
起
ら
癒
い
、
と
な
す
。

（
九
）
　
こ
れ
ら
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
修
鱒
學
者
の
「
言
葉
と
意
味
に
つ
い
℃
」
と
か
［
推
理
に
よ
ワ
」
と
か
題
す
る
も
の
に
書
か
れ
て
い
る
、
と
て
、
寿
ケ
脚
、

　
ウ
ァ
レ
リ
ウ
ス
。
マ
キ
シ
ム
ス
な
ど
の
著
作
を
墾
げ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
エ
橘
、
「
異
な
る
方
法
に
よ
る
委
任
の
執
行
に
つ
い
｝
、
」
論
じ
（
第
二
十

　
一
節
》
、
定
め
ら
れ
た
も
の
が
、
特
別
の
形
式
で
規
定
さ
れ
ず
、
池
の
方
法
で
も
岡
檬
に
履
行
し
得
る
と
の
ご
暦
一
般
的
な
考
慮
に
ょ
つ
て
規
定
さ
れ
て
い

　
る
こ
と
が
確
か
な
揚
合
は
許
き
れ
る
、
と
な
す
。

二
〇
〉
英
課
で
は
器
諾
目
佛
鐸
は
旨
o
離
隔
佛
課
フ
ォ
デ
レ
の
謬
註
に
は
「
意
思
を
動
か
す
も
2
と
あ
る
。

（
一
一
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
の
例
と
し
て
、
軍
隊
又
は
艦
隊
を
繭
定
の
場
所
に
入
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
場
合
は
、
無
害
の
意
懸
を
以

グ
籍
ー
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
亭
和
の
法
」
の
研
究

醐
六
九
（
四
七
V



　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
戦
畢
と
奉
和
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
（
四
八
）

　
て
し
て
も
、
こ
れ
を
爲
し
得
な
い
こ
と
を
塞
げ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
合
意
は
、
一
定
の
損
害
の
み
で
な
く
、
一
切
の
可
能
な
る
危
瞼
が
考
慮
き
れ
て

　
い
る
か
ら
だ
と
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
テ
レ
ク
ツ
ス

（
ご
一
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
自
然
的
理
性
か
ら
意
思
を
判
断
す
る
た
め
に
、
知
　
性
に
「
判
噺
」
「
良
識
」
即
ち
「
正
當
な
る
こ
と
の
分
別
」
（
器
ρ
9
℃
鍔
，

山
o
昌
富
）
（
英
課
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
版
で
は
3
巳
蜜
配
①
一
房
軽
5
な
る
特
別
な
力
を
與
え
、
ま
た
意
思
に
は
「
正
當
性
」
即
ち
「
衡
李
」
　
（
器
ρ
且
叶
器
）

　
な
る
力
を
與
え
、
こ
れ
を
以
て
法
規
が
そ
の
一
般
的
表
現
の
た
め
訣
如
し
て
い
る
も
の
の
匡
正
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
の
ア
リ
ス
L

　
テ
レ
ス
の
議
論
を
、
遺
言
に
も
、
合
意
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
内
で
適
用
す
べ
ぎ
で
あ
る
、
け
だ
し
、
す
べ
て
の
場
合
は
豫
見
も
で
き
ず
、
ま
た
説
明
も

　
で
き
な
い
か
ら
、
話
者
が
、
も
し
現
に
左
つ
た
な
ら
ば
、
例
外
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
場
合
を
例
外
と
す
る
た
め
、
あ
る
自
由
が
必
要
と
さ
れ
る
、

　
し
か
も
、
か
、
る
制
限
的
解
繹
は
無
暴
に
す
べ
き
で
な
く
、
（
そ
れ
は
自
己
を
以
て
、
他
人
の
行
爲
の
交
配
者
た
ら
し
め
る
か
ら
）
、
充
分
な
る
合
意
が
あ
つ

　
た
と
き
に
の
み
な
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
・
う
o

（
二
こ
　
こ
の
例
と
し
て
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
援
助
を
約
定
し
た
者
は
、
自
身
が
軍
隊
を
必
要
と
す
る
限
り
、
印
ち
、
そ
の
内
部
に
危
瞼
あ
る
限
り
、
口
實

　
を
設
け
得
る
こ
と
を
墨
げ
て
い
る
。
そ
し
て
相
手
方
に
と
つ
て
そ
の
事
柄
が
有
利
か
否
か
の
判
断
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
キ
ケ
貢
に
反
封
し
て
い

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
損
害
と
そ
れ
に
鋤
す
る
責
任
に
つ
い
て
（
第
二
春
第
＋
七
章
）

　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
次
に
不
法
行
爲
論
に
入
る
。
ま
す
不
法
行
爲
（
9
巴
魯
（
言
旨
）
を
以
て
既
途
た
る
と
未
途
た
る
と
を
問
わ
す
、
人
が
、

共
通
的
に
、
或
は
特
別
の
性
質
㊧
理
由
に
よ
つ
て
・
入
寿
の
爲
す
べ
き
こ
と
と
矛
盾
す
る
一
切
の
過
失
　
（
。
色
一
邑
　
な
り
と
定
義
し
、
か
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

る
過
失
よ
り
、
損
害
が
生
じ
た
時
ば
、
自
然
に
よ
つ
て
、
あ
る
義
務
邸
ち
こ
れ
を
賠
償
す
べ
き
こ
と
が
生
す
る
、
と
な
す
（
欝
一
節
）
。
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

に
損
害
の
語
義
を
朋
か
に
し
た
後
、
損
害
は
嚴
格
な
る
意
味
に
お
け
る
椹
利
と
犠
鯛
す
る
も
の
で
あ
る
と
な
し
（
第
二
節
）
、
非
本
來
的
な
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
チ
ツ
ド

味
で
椹
利
と
呼
ぼ
れ
、
か
つ
配
分
的
正
義
の
勤
象
と
な
つ
て
い
る
適
性
の
み
に
よ
つ
て
は
眞
の
所
有
椹
も
、
從
つ
て
ま
た
返
還
の
義
務
も
生

じ
な
い
か
ら
、
か
玉
る
適
性
が
併
存
す
る
揚
合
は
、
嚴
格
な
る
意
珠
に
お
け
る
穰
利
か
ら
正
確
に
匿
別
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
な
す
（
第
三
蔀
）
。



つ
い
で
損
害
が
果
實
に
も
及
ぶ
こ
と
、
利
得
の
喪
失
の
揚
合
、
直
接
損
害
と
間
接
損
害
、
不
作
爲
に
よ
る
損
害
な
ど
を
論
じ
た
後
、
き
ら
に

責
任
襲
生
の
限
界
、
責
任
者
の
順
序
、
不
法
行
爲
の
諸
態
様
を
論
す
る
。
か
く
て
、
強
制
に
よ
る
契
約
の
敷
力
に
關
聯
し
て
、
戦
争
と
強
制

の
間
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　
（
一
）
職
争
と
強
制
　
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
ば
詐
欺
、
暴
力
ま
た
は
不
正
の
恐
怖
に
よ
つ
て
契
約
ま
た
は
約
定
を
な
さ
し
め
た
者
ぱ
、
相
手
方
の

原
状
を
回
復
せ
し
め
る
義
務
を
有
す
る
、
と
な
し
（
第
＋
七
聾
、
但
し
、
自
然
法
に
ょ
れ
ば
、
暴
力
ま
た
は
恐
怖
に
よ
つ
て
強
制
さ
れ
る
よ

う
な
原
因
を
輿
え
た
者
ば
自
己
が
そ
の
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
げ
だ
し
本
意
よ
り
生
す
る
不
本
意
（
言
ぎ
巨
替
霧
貯
一
、
一
①
図
＜
。
蜀
9
思
ε

は
道
徳
的
に
は
本
意
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
な
す
（
第
＋
八
節
）
。
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
は
こ
玉
で
戦
雫
の
恐
怖
は
萬
民
法
に
よ
つ
て
正
し

い
と
老
、
え
ら
れ
る
恐
怖
で
あ
る
と
て
次
の
如
く
論
す
る
（
第
＋
九
節
〉
。
邸
、
ち
、
以
上
の
規
則
に
か
ふ
わ
ら
す
、
萬
民
の
合
意
は
、
「
隻
方
の
主

樺
の
権
威
に
よ
つ
て
行
わ
れ
、
且
つ
宣
言
さ
れ
た
す
べ
て
の
戦
争
は
、
下
述
の
外
的
敷
果
に
關
し
て
は
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ

る
」
と
の
規
則
を
導
入
し
た
。
そ
こ
で
、
か
玉
る
戦
争
の
恐
怖
ぱ
、
戦
雫
に
よ
つ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
の
返
還
が
要
求
さ
れ
得
な
い
ほ
ど
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ス
チ
ス

じ
い
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
瓦
で
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
ぱ
、
公
敵
は
萬
民
の
同
意
に
よ
づ
て
我
々
と
共
通
の
多
く
の
権
利
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

し
、
從
つ
て
、
海
賊
や
盗
賊
か
ら
匿
別
さ
れ
る
べ
を
で
あ
る
と
の
キ
ケ
ロ
の
議
論
を
認
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
テ
参
そ
キ
ウ
イ
亥
．

　
（
二
）
下
級
者
の
不
法
行
爲
に
封
す
る
國
家
責
任
　
次
に
グ
惚
ー
チ
ウ
ス
ぱ
、
「
從
驕
者
が
生
ぜ
し
め
た
損
害
に
封
し
て
國
家
権
力
は
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ギ
ス
ト
ラ
ツ
ス

な
る
程
度
ま
で
責
任
を
負
う
か
」
の
問
題
を
と
り
上
げ
る
（
第
二
＋
節
）
。
部
ち
、
彼
は
、
「
王
お
よ
び
長
官
は
、
盗
賊
お
よ
ぴ
海
賊
を
防
止
す

べ
き
義
務
が
あ
り
、
か
つ
可
能
な
場
合
に
お
い
て
救
濟
手
段
を
講
す
べ
ぎ
に
拘
ら
す
こ
れ
を
爲
さ
ぬ
と
き
は
、
そ
の
不
作
．
爲
に
封
し
て
責
任

を
負
う
」
と
な
し
、
さ
ら
に
彼
の
組
國
の
「
支
配
者
が
海
上
に
お
い
て
、
敵
に
封
し
て
捕
獲
（
胃
器
α
巴
を
行
う
構
力
を
與
え
る
認
可
欺
を

多
く
の
も
の
に
獲
行
し
た
が
、
彼
等
の
あ
る
も
の
は
友
入
の
財
塵
を
奪
い
、
組
國
を
捨
て
、
召
喚
に
鷹
ぜ
す
、
海
を
彷
裡
し
た
。
そ
の
當

時
、
支
配
者
が
、
そ
れ
ら
の
悪
人
の
行
爲
を
利
用
し
た
か
、
或
は
保
誰
金
を
要
求
し
な
か
つ
た
か
の
い
す
れ
か
の
理
由
で
、
こ
れ
ら
に
封
し

　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
争
と
準
和
の
法
」
の
砺
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
瞳
　
（
四
九
）



　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
…
職
争
と
季
和
↑
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
七
二
（
五
〇
）

て
責
任
を
負
う
か
ど
う
か
」
の
問
題
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
た
と
き
輿
え
た
彼
の
問
答
を
掲
げ
る
。
鄙
ち
彼
は
「
支
配
者
が
罪
人
を
焚
見
し
た

揚
合
に
こ
れ
を
罰
し
、
或
は
こ
れ
を
引
渡
す
以
外
に
け
責
任
ほ
な
い
、
し
か
し
彊
奪
者
の
財
産
に
封
し
て
裁
判
を
行
う
よ
う
に
配
慮
す
べ
ぎ

で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
支
配
者
自
身
け
不
正
な
る
捕
獲
の
原
因
を
與
え
す
、
ま
た
そ
れ
に
何

等
加
捲
し
て
い
な
い
。
法
規
に
よ
つ
て
、
友
人
に
害
を
加
え
る
こ
と
を
禁
じ
た
し
、
ま
た
い
か
な
る
法
規
に
よ
つ
て
も
保
謹
金
を
求
め
る
義

務
を
有
し
て
い
な
い
。
げ
だ
し
認
許
歌
な
く
と
も
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
敵
か
ら
強
奪
す
る
樺
力
を
す
べ
て
の
從
属
者
に
輿
え
得
た

か
ら
で
（
か
玉
る
許
容
は
同
盟
者
に
輿
え
た
損
害
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
）
、
か
玉
る
許
容
な
く
て
さ
え
も
、
私
人
け
船
を
武
装
し
て
航
海

し
得
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
た
が
悪
人
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
は
、
全
く
豫
見
し
得
な
か
つ
た
こ
と
、
ま
た
他
の
方
法
で

は
軍
除
を
集
め
得
な
い
の
で
悪
人
の
行
爲
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
だ
、
と
附
加
し
て
い
る
。
次
に
「
王
は
た
と
え
そ
の
兵
士
が
命

令
に
反
し
て
友
人
を
害
し
て
も
、
責
任
を
負
わ
ぬ
こ
と
ほ
フ
ラ
ン
ス
憲
法
（
第
三
巷
第
三
歎
、
一
五
八
三
年
憲
法
の
第
四
＋
四
章
）
と
イ
ギ
リ
ス
の

謹
擦
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
る
、
と
な
し
、
「
何
人
も
自
己
の
過
失
な
く
し
て
そ
の
使
者
の
行
爲
に
封
し
て
責
任
を
負
う
」
ご
と
は
萬
民
法
に

属
ぜ
す
、
國
民
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
ハ
但
し
、
こ
の
紛
雫
問
題
け
萬
民
法
に
よ
つ
て
解
決
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）
、
ま
た
そ
れ
は
一

般
的
原
則
で
は
な
く
し
て
、
特
別
の
理
由
か
ら
水
兵
そ
の
他
の
も
の
に
樹
す
る
事
件
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。

　
つ
、
い
で
、
彼
は
「
自
然
法
に
よ
れ
ば
過
失
な
き
所
有
者
け
一
切
責
任
を
負
わ
ぬ
」
と
の
過
失
責
任
論
を
自
己
の
奴
蒜
、
，
動
物
ま
た
は
船
舶

の
生
ぜ
し
め
た
損
害
に
つ
い
て
展
開
し
た
後
（
第
二
＋
一
節
）
、
名
轡
及
び
名
聲
に
劃
す
る
損
害
と
そ
の
賠
償
方
法
を
論
じ
て
い
る
（
笙
一
士
一

節
）
Q

　
（
一
）
　
ギ
リ
シ
ア
人
’
は
こ
れ
を
「
幽
忌
慢
に
凱
蜘
す
る
訴
椛
」
と
、
穂
す
る
。

　
（
二
）
　
損
害
（
量
巨
一
三
影
）
は
ラ
テ
ン
語
で
は
「
取
去
る
」
（
竃
影
ε
　
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
「
よ
り
少
き
も
の
」
（
警
ミ
横
＆
　
と
い
う
意
味
の
言
葉
か
ら
趨
た

　
　
も
の
で
あ
る
、
と
。
即
ち
、
「
あ
る
者
が
－
－
ー
箪
な
る
自
然
法
に
よ
る
と
、
或
は
所
有
灌
、
合
意
ま
た
は
法
規
に
よ
る
よ
う
な
人
間
行
爲
の
附
加
に
よ
つ
て

　
　
爲
さ
れ
る
と
を
問
わ
ず
－
ー
！
彼
自
身
に
属
厨
す
る
よ
り
以
下
の
も
の
を
有
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
グ
ロ
『
チ
ウ
ス
の
註
課
・
滲
照
。



（
§
海
賊
、
盗
賊
が
恐
怖
を
用
い
て
紬
も
窪
を
奪
取
？
鳳
合
け
、
宣
誓
が
妨
け
ぬ
限
り
、
そ
の
返
還
を
要
求
し
得
る
が
、
公
敵
の
髪
昌
要
求
し
符
殿

　
と
な
す
。
こ
の
公
敵
の
灌
利
に
つ
い
て
ぼ
、
キ
ゲ
・
「
貌
務
論
」
三
巻
二
＋
九
章
百
八
節
．
ボ
ダ
ン
「
共
利
國
論
」
五
巻
六
章

三
使
節
権
に
つ
い

て
（
第
二
審
第
十
八
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
“

　
グ
崔
i
チ
ウ
ス
は
、
以
上
に
よ
つ
て
「
自
然
法
よ
り
生
す
る
擢
利
」
に
つ
い
て
の
論
述
を
経
り
、
「
意
思
的
と
呼
ぶ
萬
民
法
が
直
接
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ガ
ツ
ス

し
た
義
務
」
の
論
議
に
移
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
も
の
の
う
ち
で
主
要
な
る
使
節
権
を
と
り
上
け
て
、
使
節
の
任
務
の
紳
聖
、
使
節
の
不
可

侵
性
（
甕
§
穿
9
す
）
、
使
節
に
關
七
て
蓮
守
さ
れ
る
萬
民
法
、
紳
意
法
お
よ
び
人
意
法
、
諸
民
族
間
に
お
け
る
使
節
権
の
神
聖
、
諸
民
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ェ
ツ
ス
し
フ
マ
ワ
ヌ
ム

に
と
つ
て
の
條
約
の
神
聖
、
人
類
の
條
約
、
お
よ
び
使
節
の
身
柄
の
紳
聖
が
ど
こ
に
も
見
ら
れ
る
、
と
な
す
（
第
一
節
）
。
次
に
か
玉
る
使
節

椛
が
い
か
な
す
も
の
の
間
に
生
す
る
か
の
間
題
に
入
り
（
第
二
範
、
こ
れ
は
最
高
支
配
椹
を
有
す
る
も
の
が
相
互
に
派
遣
す
る
使
節
に
つ
い

て
で
あ
る
と
し
て
、
地
方
の
使
節
、
都
市
の
使
節
そ
の
他
と
遜
別
し
、
前
者
は
相
異
な
る
民
族
間
の
萬
民
法
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
る
が
、
後

者
は
國
民
法
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
る
と
な
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
に
關
聯
し
て
「
外
國
人
」
な
る
定
義
に
鯛
れ
、
ウ
ィ
ル
ギ
リ
ゥ
ス
の
「
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ら
の
支
配
擢
に
屡
せ
ぬ
自
由
な
る
土
地
を
外
國
と
考
え
る
」
と
の
説
明
を
支
持
し
、
さ
ら
に
、
不
季
等
條
約
の
締
結
者
は
引
績
き
自
己
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ル
ム
　
ソ
レ
ン
ネ

利
を
も
つ
限
り
に
お
い
て
、
ま
た
一
部
從
驕
者
は
、
從
属
者
で
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
使
節
椹
を
有
す
る
が
、
　
公
　
戦
に
破
れ

て
、
主
権
を
、
そ
れ
に
驕
す
る
他
の
も
の
と
共
に
奪
わ
れ
た
王
は
使
節
権
を
も
失
う
、
と
な
し
、
内
飢
に
お
い
て
は
、
時
に
必
要
上
、
不
正

規
に
か
玉
る
構
利
の
行
使
が
行
わ
れ
る
が
、
ご
れ
は
、
例
え
ば
、
人
民
が
殆
ど
全
く
李
等
に
二
分
し
て
、
い
す
れ
に
支
配
椹
が
存
す
る
か
疑

わ
し
い
場
合
、
或
は
ま
た
ほ
と
ん
ど
李
等
の
樺
利
を
有
す
る
二
人
の
も
の
が
王
椹
の
相
績
を
事
う
場
合
の
如
き
で
、
か
玉
る
揚
合
、
一
民
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

ぱ
、
一
時
は
あ
た
か
も
二
民
族
の
如
く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
と
な
す
。

　
次
に
グ
ロ
ー
チ
ゥ
ス
は
、
萬
民
法
と
認
め
ら
れ
る
使
節
椹
に
は
使
節
が
（
一
）
受
諾
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
（
二
）
便
勘
か
不
可
慢
な
旬

　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
恥
和
の
法
」
の
砺
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
（
五
一
）



　
　
　
　
　
・
グ
ロ
7
チ
ウ
ス
「
職
璽
と
単
和
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
（
五
二
）

と
、
の
二
つ
が
あ
る
、
と
な
し
、
ま
す
そ
の
第
一
に
つ
い
て
考
究
す
る
（
筆
二
節
）
。
帥
あ
、
萬
民
法
は
す
べ
て
の
も
の
が
受
諾
さ
れ
る
こ
と

を
命
す
る
の
で
な
く
、
理
由
な
く
し
て
使
節
を
斥
け
る
こ
と
を
禁
す
る
の
で
あ
つ
て
、
か
玉
る
理
由
は
、
使
節
を
派
造
す
る
者
、
或
は
派
遣

さ
れ
る
者
、
或
は
派
遣
の
目
的
と
な
る
事
項
が
ら
生
ナ
る
、
と
な
し
、
、
各
た
の
理
由
の
例
を
示
す
。
そ
の
第
三
の
理
由
の
例
と
し
て
は
、
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
グ
ニ
タ
ス

遣
の
原
因
が
疑
わ
し
い
時
（
人
民
を
煽
動
す
る
疑
あ
る
時
の
如
し
）
、
使
節
が
適
當
の
位
を
も
た
ぬ
時
、
或
は
不
適
當
な
時
に
來
た
つ
た

時
を
墨
げ
る
。
こ
玉
で
興
味
あ
る
こ
と
ぱ
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
現
在
慣
習
的
と
な
つ
て
い
る
常
駐
使
節
は
、
こ
れ
を
知
ら
な
か
つ
た
古
代

の
慣
習
か
ら
見
て
も
、
不
必
要
な
こ
と
が
判
る
乏
て
、
最
高
の
椹
利
に
よ
つ
て
こ
れ
を
斥
け
得
る
と
い
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
ウ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
條
約
以
前
の
政
治
的
、
通
商
的
關
係
の
稜
展
を
未
だ
経
験
し
な
い
當
時
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
常
駐
使
節
制
度

の
焚
達
の
要
因
た
る
秘
密
政
治
、
秘
密
外
交
に
封
す
る
嫌
忌
よ
り
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
を
し
て
か
玉
る
見
解
を
い
だ
か
し
め
え
と
見
る
べ
き
で

　
　
（
四
）

あ
ろ
う
。

　
第
二
の
不
可
侵
性
に
つ
い
て
は
、
學
者
の
議
論
も
わ
か
れ
て
い
る
と
て
、
詳
細
な
る
説
明
を
行
つ
て
い
る
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
ま
す
、
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
五
）

節
の
身
柄
に
關
す
る
學
読
を
概
観
し
た
後
、
そ
の
い
す
れ
も
が
探
り
得
な
い
も
の
と
し
て
、
彼
の
理
論
を
論
述
す
る
。
師
ち
、
「
こ
の
法
は
、

自
然
法
の
如
く
、
確
定
的
な
理
性
か
ら
生
す
る
の
で
は
な
く
、
萬
民
の
意
思
に
從
つ
て
形
成
さ
れ
る
。
民
族
は
、
一
般
的
に
、
或
は
例
外
を

認
め
て
、
使
節
に
闊
す
る
規
定
を
作
り
得
る
、
け
だ
し
、
一
方
で
は
、
重
大
な
る
不
法
行
爲
を
行
つ
た
者
に
封
し
て
刑
罰
を
課
す
る
こ
と
は

有
用
で
あ
る
が
、
他
方
、
使
節
も
有
用
で
、
そ
の
派
遣
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
は
、
そ
の
安
全
を
出
來
る
限
り
確
か
と
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
最
も
促
進
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
な
し
、
そ
こ
で
、
い
か
な
る
程
度
ま
で
民
族
が
同
意
し
て
い
る
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
れ

は
軍
な
る
先
例
だ
け
で
は
、
解
決
し
得
な
い
か
ら
戸
先
例
は
愛
方
の
側
に
充
分
に
存
す
る
）
、
學
者
の
判
断
に
訴
え
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、
と
な
す
。
グ

ロ
ー
チ
ゥ
ス
け
こ
玉
で
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
見
解
よ
り
、
敵
封
行
爲
を
行
う
ほ
ど
重
大
な
不
法
行
爲
を
行
う
も
の
に
す
ら
萬
民
法
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
抽
出
し
、
一
方
、
善
と
衡
季
、
翻
ち
純
粋
な
自
然
法
は
、
不
法
行
爲
者
を
罰
す
る
こ
と
を
許
す
と
の
サ
ル
ル
ス
チ
ゥ
ス
の
見
解
を
斥



け
て
、
萬
民
法
璽
使
節
お
よ
ぴ
、
彼
等
の
如
く
公
の
誓
約
の
下
に
來
た
も
の
に
つ
い
て
例
外
を
設
け
る
か
ら
、
使
節
を
裁
判
に
か
け
る
こ

と
は
（
自
然
法
が
通
常
許
容
ず
る
多
く
の
こ
と
を
禁
す
る
と
こ
ろ
の
）
萬
民
法
に
反
す
る
、
ど
な
す
。
つ
い
で
こ
の
こ
と
は
推
定
に
よ
つ
て

も
や
は
り
支
持
さ
れ
る
と
て
、
ご
の
不
可
侵
椹
な
る
特
罐
を
、
共
通
の
礎
利
に
何
か
附
加
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

す
る
。
こ
～
で
再
び
種
た
の
議
論
を
概
観
し
た
後
、
「
外
國
の
領
士
内
に
住
む
者
ば
す
べ
て
そ
の
國
に
服
從
す
る
と
い
う
諸
民
族
に
よ
つ
て

受
諾
さ
れ
た
共
通
の
慣
習
が
、
使
節
の
揚
合
に
は
例
外
と
な
る
」
と
の
見
解
を
述
べ
、
こ
の
理
論
を
次
の
如
く
詳
説
す
る
。
部
ち
使
節
ば
あ

た
か
も
一
種
の
擬
制
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
派
遣
す
る
者
の
人
格
を
代
表
す
る
と
考
え
ら
れ
、
從
つ
て
同
様
の
擬
制
に
よ
つ
て
、
使
節
ぱ
接
受

國
の
領
土
外
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
、
こ
の
た
め
、
彼
等
は
彼
等
の
居
佳
す
る
國
の
國
民
法
に
脹
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
も
し
使
節

が
侮
蔑
す
べ
き
不
法
行
爲
を
行
つ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
看
過
す
る
か
、
或
は
そ
の
國
墳
か
ら
退
去
す
る
こ
と
を
命
す
べ
き
で
あ
る
、
も
し
犯

罪
が
一
層
悪
質
で
、
國
家
に
害
を
與
え
る
も
の
で
あ
る
揚
合
は
、
使
節
を
派
遣
し
た
者
に
邊
還
し
て
、
こ
れ
を
罰
す
る
か
、
或
は
引
渡
す
こ

と
を
要
求
す
べ
ぎ
で
あ
る
、
と
。
ご
玉
で
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
「
す
べ
て
の
人
意
法
は
、
最
大
の
必
要
の
場
合
は
、
拘
束
力
が
な
い
と
い
う

よ
う
な
性
質
を
も
つ
が
、
こ
の
原
則
ば
使
節
の
不
可
侵
性
に
關
す
る
規
則
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
最
大
の
必
要
と
い

う
こ
と
も
、
刑
罰
を
課
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
認
め
な
い
、
か
玉
る
最
大
の
必
要
は
、
庭
罰
の
揚
所
、
時
お
よ
び
様
式
よ
り
も
、
む
し
ろ
重
大
な

る
害
、
特
に
國
家
に
封
す
る
害
を
防
止
す
る
こ
と
に
關
係
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
切
迫
し
た
危
瞼
を
避
け
る
た
め
に
は
（
危
瞼
が
避
け
ら
れ
た

後
は
不
可
）
他
に
適
當
な
手
段
の
な
い
場
合
は
、
使
節
を
抑
留
し
、
訊
問
し
得
る
、
し
か
し
、
も
し
使
節
が
武
力
に
訴
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を

殺
し
得
る
が
、
そ
れ
は
刑
罰
の
様
式
に
よ
つ
て
で
ば
な
く
、
自
然
的
防
衛
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
な
し
、
か
く
て
表
題
に
か
玉
げ
た
危
瞼

な
る
こ
と
を
企
て
る
使
節
に
封
し
駕
は
防
禦
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
が
刑
罰
を
課
し
得
な
い
」
と
の
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
（
第
四
節
）
。

　
以
上
の
不
可
侵
構
に
關
す
る
法
規
は
、
使
節
を
接
受
す
る
者
を
、
こ
れ
を
接
受
し
た
時
か
ら
、
黙
示
的
合
意
あ
る
如
く
拘
束
す
る
　
彙
五

節
）
。
し
か
し
使
節
を
派
遣
す
べ
き
で
な
く
、
強
つ
て
派
遣
す
る
な
ら
敵
と
し
て
取
扱
う
べ
き
こ
と
を
警
告
す
る
こ
と
ば
出
來
る
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
グ
ロ
了
チ
ウ
ス
「
職
璽
と
早
和
の
法
」
の
砺
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
（
五
三
）



　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
戦
箏
と
準
和
の
法
」
の
醗
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
七
六
（
五
四
）

使
節
礎
に
關
す
る
法
規
は
、
使
節
が
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
通
過
す
る
領
土
の
入
民
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
も
し
使
節
が
、

諸
人
民
の
敵
國
に
赴
き
、
或
ぱ
敵
國
か
ら
來
た
場
合
、
或
ぱ
敵
封
行
爲
を
企
て
る
場
合
は
、
こ
れ
を
殺
害
さ
え
な
し
得
る
。
も
し
か
玉
る
理

由
な
く
し
て
使
節
が
虐
待
さ
れ
る
場
合
は
、
萬
民
法
が
侵
犯
さ
れ
る
の
み
な
ら
す
、
使
節
を
派
遣
し
た
者
と
こ
れ
を
接
受
し
た
者
の
友
好
と

奪
嚴
が
侵
害
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
ホ
ス
テ
ス

　
次
に
、
公
敵
の
間
に
お
け
る
の
み
な
ら
す
、
私
敵
（
言
ぎ
言
諾
）
の
間
に
お
い
て
も
、
一
度
接
受
さ
れ
た
使
節
は
萬
民
法
の
保
護
を
受
け

る
。
戦
争
中
は
、
使
節
を
通
す
る
以
外
交
渉
し
得
な
い
よ
う
な
多
く
の
事
柄
が
生
す
る
の
み
な
ら
す
、
講
和
自
鰹
も
他
の
方
法
で
は
全
く
締

結
し
得
な
い
か
ら
こ
の
こ
と
は
當
然
で
あ
る
と
な
し
（
第
六
節
）
、
さ
ら
に
使
節
に
封
す
る
報
復
の
問
題
、
帥
ち
自
國
の
使
節
を
殺
害
し
叉
は

虐
待
し
た
者
よ
り
派
遣
さ
れ
た
使
節
に
封
し
て
報
復
穫
（
冒
望
呂
自
芭
に
よ
つ
て
こ
れ
を
殺
害
し
虐
待
し
得
る
か
の
問
題
を
取
上
げ
（
第

七
節
）
、
萬
民
法
は
使
節
を
派
遣
す
る
者
の
奪
嚴
を
保
護
す
る
の
み
な
ら
す
、
派
遣
さ
れ
る
者
の
安
全
を
も
保
護
す
る
か
ら
、
後
者
、
鄙
ち
派

遣
さ
れ
る
者
と
も
、
黙
示
的
合
意
が
爲
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
、
派
遣
し
た
者
に
危
害
が
行
わ
れ
な
く
と
も
、
派
遣
さ
れ

た
者
に
は
危
害
が
行
わ
れ
る
ご
と
に
な
る
と
、
な
す
。
外
交
使
節
そ
の
も
の
と
、
之
を
接
受
す
る
者
と
の
間
に
黙
示
的
合
意
が
存
す
る
と
の

こ
の
グ
・
ー
チ
ウ
ス
の
見
方
は
、
そ
の
後
の
通
説
、
即
ち
、
外
交
使
節
の
特
椹
を
派
遣
國
の
椹
利
の
反
射
と
見
る
學
説
（
印
ち
こ
れ
は
國
際

法
が
國
家
間
の
規
範
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
外
交
使
節
な
る
個
人
の
主
髄
性
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
る
）
と
全
く
異
な
る
も
の
と
し
て
興

味
が
あ
る
。

　
次
に
う
こ
の
不
可
侵
権
が
使
節
の
欲
す
る
場
合
は
、
使
節
の
随
員
に
も
及
ぼ
さ
れ
る
、
但
し
、
自
己
の
家
庭
に
封
し
て
裁
判
椹
を
有
す
る

か
、
或
は
ま
た
避
難
者
を
使
節
の
住
居
に
か
く
ま
う
と
こ
ろ
の
庇
護
穰
を
有
す
る
か
否
か
は
、
か
玉
る
灌
利
は
萬
民
法
に
属
せ
ぬ
か
ら
、
使

　
　
　
　
　
ジ
ケ
久
柔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

節
の
居
佳
國
の
認
許
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
（
第
八
節
）
、
不
可
侵
椹
は
ま
た
使
節
の
動
産
に
も
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
（
第
九
簿
）
を
論
じ
、
使

節
の
債
務
に
關
聯
し
て
、
そ
の
債
務
回
牧
の
方
法
が
困
難
だ
か
ら
使
節
と
契
約
す
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
理
由
な
い
と
て
、



強
制
に
服
し
な
い
王
で
す
ら
債
礎
者
が
あ
る
こ
と
を
例
示
し
、

彊
制
樺
た
を
覇
務
へ
信
用
に
墓
く
契
約
）

最
後
に
こ
の
使
節
罐
の
重
要
性
を
強
調
し
て
こ
の
章
は
絡
つ
て
い
る
（
第
＋
一
節
）
。

の
例
斎
、
撫
げ
て
い
る
（
第
十
節
）
。

（
一
）
こ
れ
ら
の
権
利
に
は
、
萬
戻
の
意
思
法
よ
η
生
ず
る
も
の
は
僅
か
し
か
な
か
つ
た
し
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、
萬
民
の
意
思
法
に
ょ
つ
て
自
然
法
に
若
干

　
附
畑
さ
れ
た
も
の
に
ナ
ぎ
な
か
つ
た
、
と
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
い
う
。

（
二
）
「
ア
ェ
ネ
イ
ド
ス
」
第
七
巷
第
三
百
六
十
九
飾
隆

（
三
）
海
賊
や
盗
賊
は
萬
民
法
を
援
用
し
得
ぬ
が
、
時
に
は
、
誓
約
を
な
し
て
使
節
灌
を
取
得
す
る
こ
と
も
あ
る
、
と
な
す
。

（
四
）
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
佛
語
璽
悪
菩
死
節
以
下
の
フ
ォ
デ
レ
の
註
課
を
参
照
。

（
五
）
　
こ
れ
ら
の
説
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
第
一
は
、
使
節
の
身
柄
は
、
萬
民
法
に
よ
つ
て
は
、
た
だ
、
不
正
な
る
暴
力
か
ら
俣
護
さ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
と
な
す
も
の
で
、
そ
の
理
由
は
、
使
節
の
特
権
は
共
通
の
法
規
に
從
つ
て
こ
れ
を
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
。
第
二
は
使
節
に
封
し
で
は
、
す
べ

　
て
の
こ
と
に
つ
い
て
暴
力
を
加
え
得
る
の
界
、
は
は
な
く
、
使
節
が
萬
民
法
を
侵
害
し
た
場
合
に
の
み
こ
れ
を
加
え
得
る
と
な
す
。
．
㌧
れ
は
萬
民
法
に
は
自
然

　
法
が
含
れ
て
を
り
、
從
つ
て
使
筋
は
國
民
法
に
違
反
す
る
不
法
行
爲
を
除
く
一
切
の
不
法
行
爲
に
つ
い
て
こ
れ
を
罰
し
得
る
か
ら
、
非
常
に
廣
汎
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
こ
の
塵
罰
を
該
使
節
の
接
受
即
の
搬
蕪
或
授
奪
嚴
を
害
し
た
も
の
に
限
る
と
な
す
。
第
四
は
、
こ
の
椎
利
す
ら
危
瞼
で
あ
る
と
考
え
て
、
或
は
使

　
節
の
汲
遣
者
に
抗
議
し
て
彼
の
決
定
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
キ
な
し
、
或
は
等
三
者
た
る
王
或
は
人
民
に
協
議
す
べ
き
で
．
あ
る
と
な
す
。

（
六
）
　
ま
ず
第
一
に
、
使
節
の
安
奈
は
刑
罰
よ
り
坐
ず
る
利
釜
に
優
る
と
の
考
察
が
あ
る
。
け
だ
し
、
刑
罰
は
使
節
を
派
遣
す
る
者
に
よ
つ
て
、
任
意
に
行
わ

　
れ
得
る
が
、
も
し
彼
が
刑
罰
を
典
え
る
こ
と
を
欲
し
な
い
な
ら
ば
、
犯
罪
を
承
認
し
た
も
の
と
し
て
、
彼
、
即
ち
汲
遣
す
る
者
に
封
し
て
職
争
に
よ
る
刑
罰

　
を
果
し
得
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
多
く
の
も
の
が
職
争
に
捲
込
ま
れ
る
よ
η
も
、
一
人
を
罰
す
る
方
が
蜜
し
だ
と
反
封
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

　
封
し
て
も
し
使
節
を
派
遣
す
る
者
が
、
そ
の
行
爲
を
承
認
す
る
な
ら
ば
使
節
の
塵
罰
は
職
争
の
惹
起
を
冤
れ
し
め
ぬ
で
あ
ろ
う
・
他
方
、
も
し
使
節
が
．
使

　
節
を
派
遣
し
た
者
以
外
の
者
に
封
し
て
使
節
の
行
爲
に
つ
い
て
説
明
を
興
え
る
べ
き
義
務
を
負
弓
と
す
れ
ぱ
、
使
節
の
安
杢
は
趣
め
て
不
安
な
験
態
に
を
か

　
れ
る
こ
と
に
な
る
。
・
け
だ
し
使
節
を
派
遣
ナ
る
者
と
、
こ
れ
を
接
受
す
る
者
と
の
見
解
は
相
異
な
ロ
、
し
ば
し
ぱ
相
反
す
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場

　
合
、
犯
罰
の
外
貌
を
備
え
る
事
柄
に
つ
い
て
使
節
を
劃
弾
し
得
な
い
こ
と
は
殖
ど
あ
砂
得
な
い
。
し
か
も
、
あ
る
こ
と
が
疑
の
飴
迦
姦
き
ほ
ど
明
瞭
な
も
の

　
で
あ
つ
て
も
、
善
遍
的
な
危
陰
ぱ
、
魯
遍
的
な
法
規
の
衡
不
と
利
釜
を
確
保
す
る
見
駐
か
ら
も
、
充
分
の
封
象
た
η
得
る
の
で
あ
る
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
の
こ

　
の
見
解
を
見
て
も
、
外
交
侠
節
が
い
か
に
陰
謀
術
策
キ
、
事
と
し
た
か
が
凋
る
よ
う
で
あ
る
。

グ
ロ
事
チ
ウ
ス
「
戦
箏
と
李
和
の
法
」
の
研
究

一
七
七
（
観
五
）



グ
ロ
『
チ
ウ
ス
「
戦
雫
と
亭
和
の
法
」
の
砺
究

哺
七
八
（
五
六
）

（
七
）
使
節
の
動
産
（
所
持
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）
は
澹
保
と
し
て
、
或
は
負
債
の
支
梯
の
た
め
、
こ
れ
を
差
押
え
る
こ
と
を
得
ず
、
裁
鋼
所
の
命
令
に
ょ

　
つ
て
も
、
王
に
よ
つ
て
す
ら
も
こ
れ
を
行
い
得
ぬ
、
け
だ
し
使
節
が
完
全
な
安
全
を
享
受
す
る
に
は
、
す
べ
て
の
強
制
か
ら
冤
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で

　
あ
る
。
そ
れ
故
、
も
し
使
節
が
負
債
を
爲
し
、
そ
の
居
住
す
る
國
に
何
等
不
動
産
を
有
し
な
い
場
合
は
、
彼
に
封
し
で
、
友
誼
的
に
支
沸
を
要
求
す
べ
き
で

　
あ
つ
て
、
最
後
的
に
は
、
領
土
外
に
存
す
る
債
務
者
の
場
合
に
通
常
用
い
ら
れ
る
方
法
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
な
す
。

四
　
埋
葬
権
に
つ
い

て
　
（
第
二
雀
第
十
九
章
）

　
次
に
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
意
思
に
淵
源
を
有
t
る
萬
民
法
か
ら
生
す
る
死
騰
の
埋
葬
の
義
務
の
論
議
に
入
る
が
（
第
一
節
）
、
こ
玉
で
自
然

法
の
理
念
の
解
明
が
再
び
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
死
髄
の
埋
葬
と
い
う
人
闇
の
最
も
粗
朴
な
問
題
を
樹
象
と
す
る
關
係
か
ら
で
あ
ろ
う

が
本
書
の
な
か
で
も
最
も
張
烈
に
そ
の
解
明
が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
章
ば
埋
葬
椹
に
つ
い
て
と
は
い
う
も
の

の
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
の
自
然
法
理
念
を
知
る
に
は
極
め
て
重
要
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
死
騰
の
埋
葬
義
務
に
つ
い
て
ば
、
デ
ィ
オ
・
ク
リ
ソ
ス
ト
ム
ス
は
、
彼
が
「
制
定
法
」
（
、
超
く
烹
合
8
）
に
封
比
さ
せ
て
い
る
「
慣
習
」

　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

（
㎎
警
ε
の
な
か
で
、
ま
た
父
0
セ
ネ
カ
は
不
文
法
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
成
丈
法
よ
り
も
確
か
な
法
規
の
な
か
で
、
之
を
認
め
、
フ
ィ

　
　
　
　
　
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

・
と
ヨ
セ
プ
ス
は
こ
れ
を
自
然
法
と
呼
び
、
イ
シ
オ
ド
ル
ス
は
「
自
然
の
法
規
」
（
合
慾
象
§
O
零
葱
り
）
と
呼
ぶ
。
こ
玉
で
グ
・
ー
チ
ウ
ス

は
自
然
的
理
性
と
合
致
す
る
共
通
の
慣
習
は
、
通
常
自
然
の
名
の
下
に
含
ま
れ
る
、
と
の
主
張
を
、
多
く
の
學
者
の
死
髄
埋
葬
義
務
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

る
言
説
に
ょ
つ
て
之
を
立
謹
せ
ん
と
す
る
。
ア
ェ
リ
ア
ン
は
「
共
通
の
自
然
自
膿
は
死
者
の
埋
葬
を
命
す
る
」
と
か
「
土
地
と
墓
は
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

の
人
々
に
共
通
で
あ
り
、
か
つ
李
等
的
に
、
當
然
の
も
の
で
あ
る
」
と
言
い
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
は
こ
れ
を
「
入
間
の
法
規
」
（
き
誉
り
鳶
途
ツ

（
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

9
思
）
、
ア
リ
ス
チ
デ
ス
は
「
共
通
の
法
」
（
ざ
ミ
牙
ξ
も
り
）
ル
カ
ヌ
ス
は
「
人
間
の
慣
習
的
儀
禮
」
（
払
ε
の
げ
9
且
菖
日
）
、
ス
タ
チ
ウ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

「
諸
國
の
法
に
し
て
世
界
の
盟
約
」
（
一
罐
霧
ε
叢
三
彦
9
星
き
象
h
8
号
影
）
、
タ
キ
ツ
ス
は
「
入
類
の
蓮
命
的
任
務
」
（
8
一
旨
鳶
。
ご
巨



　
　
　
　
　
（
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
」
）

馨
邑
訟
冨
β
誓
器
）
、
璽
ユ
シ
ア
ス
は
「
共
通
の
希
望
」
（
薯
霧
8
昆
鷺
a
訟
）
と
呼
び
、
こ
れ
を
妨
け
る
も
の
を
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
ヌ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麟
二
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
ε

「
入
闇
性
を
失
う
」
（
霧
き
ぎ
一
旨
・
窪
げ
）
と
言
い
、
皇
帝
レ
オ
は
「
自
然
に
封
し
て
不
名
轡
を
齎
ら
す
こ
と
」
と
言
い
、
イ
シ
オ
ド
ル
ス
は

「
紳
聖
な
る
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
」
と
言
つ
て
い
る
。

　
グ
博
ー
チ
ウ
ス
は
績
け
て
言
う
。
古
人
は
文
明
人
に
共
通
な
る
灌
利
を
一
暦
紳
聖
な
も
の
と
す
る
た
め
、
紳
が
こ
れ
を
作
り
給
う
た
と
言

う
の
が
慣
わ
し
で
あ
つ
た
か
ら
、
こ
の
死
騰
埋
葬
の
構
利
も
や
は
り
、
紳
々
に
露
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
「
歎
願
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

の
な
か
で
（
第
五
百
六
十
三
行
）
こ
れ
が
「
神
々
の
法
」
（
ま
奪
8
⑰
象
ミ
駆
奪
e
邑
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
薯
量
国
の
な
か

で
、
ア
ン
チ
ゴ
ネ
は
、
ポ
リ
ニ
ケ
ス
の
埋
葬
を
禁
じ
た
ク
レ
オ
ン
に
答
え
て
曰
く
「
け
だ
し
こ
の
命
令
を
制
定
せ
し
は
、
最
高
の
神
誠
ユ
ピ

タ
ー
に
も
あ
ら
す
、
人
類
に
そ
の
他
の
椹
利
を
與
え
し
亡
難
の
紳
々
の
正
義
に
も
あ
ら
す
。
人
間
の
出
生
た
る
汝
の
命
令
が
不
丈
な
り
と
い

え
ど
も
、
紳
の
意
思
に
よ
り
て
命
ぜ
ら
れ
た
る
永
遠
の
法
規
を
破
9
得
る
ほ
ど
張
し
と
は
予
は
信
ぜ
す
。
そ
は
近
疫
に
数
力
を
生
じ
た
る
に

あ
ら
す
、
最
古
よ
り
之
を
生
じ
、
そ
の
起
源
は
秘
め
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ば
予
は
入
間
の
怒
り
に
支
配
ぜ
ら
れ
た
る
頑
な
る
心
も
て
之
を
忘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

れ
、
萬
能
の
神
の
復
讐
を
受
く
べ
き
か
」
と
。
か
く
て
グ
μ
盲
チ
ウ
ス
は
こ
の
死
騰
埋
葬
の
義
務
を
多
く
の
學
者
が
「
徳
」
と
呼
ぴ
、
「
入

ニ
タ
ス
し

間
愛
」
、
「
人
間
愛
と
親
切
」
「
同
情
と
宗
敏
的
良
心
」
「
同
惰
と
人
間
愛
」
「
人
類
の
共
通
性
の
同
情
」
「
人
類
の
蓮
命
的
任
務
」
「
同
構
と
敬

慶
」
「
人
闇
の
蓮
命
の
記
憶
」
「
寛
大
」
「
正
義
」
「
親
切
の
行
爲
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
次
に
こ
の
椹
利
が
ど
こ
か
ら

生
じ
た
か
に
つ
ぎ
（
第
二
節
》
、
死
鰹
埋
葬
の
起
源
と
そ
の
理
念
に
つ
い
て
詳
細
に
論
す
る
。
次
に
、
か
玉
る
埋
葬
が
公
敵
に
封
し
て
も
當
然

爲
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
て
（
第
三
節
）
、
こ
れ
を
「
職
雫
の
共
通
の
権
利
」
「
職
争
に
お
け
る
共
通
の
事
柄
」
と
呼
ぶ
古
人
の
言
葉
を
引
き
、

實
例
を
基
げ
る
。
さ
ら
に
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
重
罪
入
の
揚
合
（
第
四
節
）
、
「
自
殺
者
の
場
合
」
（
第
五
節
）
を
論
じ
た
後
、
萬
民
の
意
思
法
に
よ

つ
て
義
務
を
生
ぜ
し
め
る
擢
利
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
例
え
ば
長
期
間
に
亘
つ
て
占
有
さ
れ
た
物
に
欝
す
る
穰
利
、
無
遺
言
相
績
の

構
利
、
（
不
季
等
な
る
を
問
わ
す
）
契
約
よ
り
生
す
る
穰
利
な
ど
が
あ
る
、
け
だ
し
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
、
た
と
え
あ
る
程
度
自
然
法

　
　
　
　
　
グ
ロ
｝
チ
ウ
ス
「
戦
畢
と
準
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
（
五
七
）



グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
コ
載
雫
と
耶
和
の
法
」
の
砺
究

一
八
○
（
五
八
）

に
そ
の
淵
源
を
有
す
る
と
レ
て
も
、
そ
れ
ら
は
推
定
の
不
確
定
性
、
ま
た
は
、
し
か
ら
ざ
る
場
合
は
、
自
然
的
理
性
が
暗
示
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
あ
る
例
外
に
封
抗
し
て
、
人
意
法
か
ら
も
一
種
の
支
持
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
と
附
加
し
て
、
こ
の
章
を
絡
つ
て
い
る
。

　
（
一
）
「
慣
習
に
つ
い
て
」
（
「
辮
諭
集
」
第
七
十
六
章
）

　
（
二
）
「
論
箏
集
」
第
一
巻
第
一
章
第
十
四
節

　
（
三
）
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
職
争
」
第
四
巻
第
六
土
早
第
三
飾
皿

　
（
四
）
「
書
翰
集
」
、
第
四
百
九
十
一
節

　
（
五
）
「
雑
史
」
第
十
二
巷
第
六
十
四
章
、
第
十
三
巻
第
ヨ
十
章

　
（
六
）
　
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
は
「
パ
レ
ス
タ
イ
ン
の
殉
一
教
者
一
に
つ
い
て
」
第
『
九
出
早
で
「
臼
然
の
法
規
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
（
七
）
「
汎
ア
テ
ネ
論
」

　
（
八
）
「
パ
リ
サ
リ
ア
人
」
第
七
巻
第
八
百
一
筋

　
（
九
）
「
テ
∬
べ
人
」
第
十
巻
第
六
百
四
十
二
節
『

　
（
一
〇
）
　
「
年
代
記
」
　
第
山
ハ
巻
第
二
十
五
出
早

　
（
一
一
）
コ
辮
論
｛
果
」
第
二
出
早
第
九
飾
㎜

　
（
一
二
）
「
ギ
ル
ド
と
の
戦
伊
」
第
三
百
九
十
七
脾
即
以
下

　
（
＝
5
「
新
勅
法
」
第
五
十
三
章

　
（
一
四
）
　
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
「
ア
“
ン
ヤ
ッ
ス
」
第
千
『
二
十
か
打
o
同
じ
蝦
石
者
は
「
ア
ン
．
チ
ゴ
ネ
」
第
四
百
五
十
凋
肖
行
購
、
「
紬
騨
々
の
法
禍
堀
」
（
O
醗
勘
マ
　
ヤ
甑
㌃
o
締
）
　
げ
代
つ

　
　
い
て
逃
べ
て
ハ
る
。


